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(57)【要約】
　携帯型内視鏡１は、挿入部２の基端側に設けられた操
作部３と、映像表示画面６ａを有する表示部６、及び操
作部３の上面３Ｕに配置される本体取付部５ａを有する
装置本体５を備えた映像表示装置４と、操作部左側面６
Ｌに配設される流体口金８と、流体口が８に設けられる
チューブ接続部９ｂを有する吸引バルブ９または送ガス
アダプタと、を備え、装置本体５の本体取付部５ａは、
装置本体５の中央部５Ｃより位置ずれした予め定めた位
置に設けられ、チューブ接続部９ｂは、装置本体５の裏
面５Ｂに沿って配置され、操作部３の上面３Ｕに取り付
けられた映像表示装置４の映像表示画面６ａ側から正面
視した状態において、操作部左側面３Ｌから外方に突出
する映像表示装置４の表示部投影範囲内に配置される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の基端側に設けられた操作部と、
　映像表示画面を有する表示部、及び前記挿入部が前記操作部の一端側から鉛直方向に延
出された状態において該操作部の他端側面である上面に配置される取付部を有する装置本
体を備えた映像表示装置と、
　前記操作部の上面と前記一端側である下面との間の側面に配設される流体口金と、
　前記流体口金に設けられるチューブ接続部を有するアダプタと、を備え、
　前記装置本体の取付部は、該装置本体の中央部より位置ずれした予め定めた位置に設け
られ、
　前記チューブ接続部は、前記装置本体の裏面に沿って配置され、前記操作部の上面に取
り付けられた前記映像表示装置の映像表示画面側から正面視した状態において、前記操作
部の一側面から外方に突出する前記映像表示装置の表示部投影範囲内に配置される
　　ことを特徴とする携帯型内視鏡。
【請求項２】
　被検体に挿入される挿入部が下部に設けられ、操作者が把持した該操作者の前面に対向
する正面とは反対側の面である背面に流体口金の開口部を有する操作部と、
　映像を表示可能な映像表示画面及び該映像表示画面の反対面に設けられ前記操作部の頂
部に形成された取付面に取り付けられる取付部を有し、該取付部を該取付面に取付固定し
た状態において装置本体の一部が前記正面側から見て右側面または左側面の何れか一方側
から突出するように位置ずれして配設された映像表示装置と、
　前記流体口金に設けられるアダプタのチューブ接続部に接続されて前記映像表示装置の
裏面側から位置ずれされて突出した方向に延出される流体チューブと、
　　を備えることを特徴とする携帯型内視鏡。
【請求項３】
　前記アダプタは、吸引バルブ、または、送ガスアダプタであることを特徴とする請求項
１または請求項２に記載の携帯型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作部に映像表示装置及び流体チューブが取り付けられる携帯型内視鏡に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野、工業分野等において使用されている。内視鏡には、挿入部
の先端部に撮像装置を内蔵したビデオスコープと、挿入部内に光ファイバーを束ねたイメ
ージガイドを挿通したファイバースコープと、がある。
【０００３】
　日本国特開２００８－４３７２６号公報には携帯に適した小型の内視鏡装置が開示され
ている。内視鏡装置は、携帯型内視鏡の操作部に映像表示装置を備えている。操作部は、
ユーザーにより把持される把持部と、把持部の基端側に設けられた操作部本体と、を有し
ている。
【０００４】
　日本国特開２００８－４３７２６号公報の図１に示すよう把持部の先端側からは湾曲部
を有する挿入部が延出している。映像表示装置は、該表示装置の映像表示面が図中上側を
向くように操作部本体の上面に設けられた表示装置取付面に固定されている。
【０００５】
　操作部本体の上面と下面との間に位置する側面には湾曲操作レバー、吸引口金、通気口
金等が設けられている。湾曲操作レバーは、指掛け部と腕部とを有してＬ字型形状に形成
されており、側面であってユーザーの前面と対峙する正面には指掛け部が配置されている
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。
【０００６】
　そして、湾曲操作レバーの腕部の端部は、正面に対して右側に位置する右側面に回動自
在に軸支されている。また、通気口金は、右側面の反対面である左側面から突出して設け
られている。
【０００７】
　また、吸引口金は、正面の反対面である反対面に設けられており、吸引口金には吸引バ
ルブが設けられ、吸引バルブのチューブ接続部が左側面側から外方に向かって延出されて
いる。そして、チューブ接続部には細長な吸引チューブが接続されるようになっている。
【０００８】

　しかしながら、前述した携帯型内視鏡では操作部の表示装置取付面に映像表示装置を取
り付けた状態において、映像表示装置の中央部が操作部の右側面側に位置ずれしている。
このため、装置本体の右側面から外方に向かって映像表示装置が突出した状態である。こ
れに対して、吸引バルブのチューブ接続部に接続された吸引チューブは、操作部の左側面
から外方に向かって延出される。したがって、ユーザーが把持部を左手で把持して映像表
示面の内視鏡を観察しつつ挿入部を例えば患者の体腔深部に挿通した際、映像表示装置、
或いは、吸引チューブによって視野が遮られて患者の様子を観察することができなくなる
おそれがある。また、ユーザーが把持部を右手で把持して映像表示面の内視鏡を観察しつ
つ挿入部を体腔深部に挿通した際には吸引チューブによって挿入部の操作が妨げられるお
それがある。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、映像表示装置及び流体チューブによ
って作業性が損なわれること無く手技をスムーズ且つ確実に行える携帯型内視鏡を提供す
ることを目的にしている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様における携帯型内視鏡は、挿入部の基端側に設けられた操作部と、映像
表示画面を有する表示部、及び前記挿入部が前記操作部の一端側から鉛直方向に延出され
た状態において該操作部の他端側面である上面に配置される取付部を有する装置本体を備
えた映像表示装置と、前記操作部の上面と前記一端側である下面との間の側面に配設され
る流体口金と、前記流体口金に設けられるチューブ接続部を有するアダプタと、を備え、
前記装置本体の取付部は、該装置本体の中央部より位置ずれした予め定めた位置に設けら
れ、前記チューブ接続部は、前記装置本体の裏面に沿って配置され、前記操作部の上面に
取り付けられた前記映像表示装置の映像表示画面側から正面視した状態において、前記操
作部の一側面から外方に突出する前記映像表示装置の表示部投影範囲内に配置されている
。
【００１１】
　本発明の他態様における携帯型内視鏡は、被検体に挿入される挿入部が下部に設けられ
、操作者が把持した該操作者の前面に対向する正面とは反対側の面である背面に流体口金
の開口部を有する操作部と、映像を表示可能な映像表示画面及び該映像表示画面の反対面
に設けられ前記操作部の頂部に形成された取付面に取り付けられる取付部を有し、該取付
部を該取付面に取付固定した状態において装置本体の一部が前記正面側から見て右側面ま
たは左側面の何れか一方側から突出するように位置ずれして配設された映像表示装置と、
前記流体口金に設けられるアダプタのチューブ接続部に接続されて前記映像表示装置の裏
面から位置ずれされて突出した方向に延出される流体チューブと、を備えている。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】映像表示装置を備えた内視鏡を説明する側面図



(4) JP WO2017/126162 A1 2017.7.27

10

20

30

40

50

【図２】映像表示装置を備えた内視鏡を説明する正面図
【図３】図２の矢印Ｙ３方向から携帯型内視鏡を見た図
【図４】図２の矢印Ｙ４方向から携帯型内視鏡を見た図
【図５】起動時初期画面を説明する図
【図６】画像閲覧画面を説明する図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図において、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大き
さとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものもある。また、本発明は、これら
の図に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構
成要素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。　
　図１、図２に示すように携帯型内視鏡（以下、内視鏡と略記する）１は、挿入部２と、
操作部３と、映像表示装置４と、を備えて主に構成されている。操作部３は、操作部本体
３Ｍと、把持部３Ｇと、を有している。映像表示装置４は、装置本体５と、表示部６と、
を有している。表示部６の映像表示画面６ａは、長方形形状である。　
　図１、図２において挿入部２は、操作部３の一端である下面から鉛直方向に垂れ下がっ
た状態である。
【００１４】
　挿入部２は、先端側から順に、先端部２ａ、湾曲部２ｂ、及び可撓管部２ｃを連設して
いる。可撓管部２ｃは、予め定めた可撓性を有するチューブ体である。湾曲部２ｂは、例
えば上下方向に湾曲する構成になっている。
【００１５】
　操作部３の把持部３Ｇは、挿入部２の基端側に設けられている。操作部本体３Ｍは、把
持部３Ｇに連設している。操作部本体３Ｍの把持部３Ｇとは反対側の頂部にあたる上面３
Ｕは、映像表示装置取付面である。上面３Ｕには映像表示装置４の本体取付部５ａが配置
され、取付固定されるようになっている。
【００１６】
　図１－図３に示す符号３Ｆは操作部正面であり、符号３Ｌは操作部左側面であり、符号
３Ｒは操作部右側面であり、符号３Ｂは操作部背面であり、上面３Ｕと操作部本体３Ｍの
下面との間に設けられている。　
　操作部正面３Ｆは、操作者であるユーザーが把持部３Ｇを把持する手の指で湾曲操作レ
バー７を操作するとき、ユーザーの前面に略対峙する面である。
【００１７】
　湾曲操作レバー７は、腕部７ａと指掛け部７ｂとを有して、Ｌ字型形状に形成されてい
る。腕部７ａは、軸部材７ｃによって操作部右側面３Ｒに回動自在に取り付けられ、指掛
け部７ｂは操作部正面３Ｆの凸部の曲面に沿って移動するように配置されている。この結
果、湾曲操作レバー７の指掛け部７ｂは、把持部３Ｇを把持するユーザーの手の指、例え
ば親指で回動操作可能である。
【００１８】
　湾曲部２ｂは、湾曲操作レバー７の回動操作に伴って湾曲ワイヤ（不図示）が牽引弛緩
されることによって上方向、または、下方向に湾曲動作する構成になっている。
【００１９】
　操作部背面３Ｂは、操作部正面３Ｆの反対側の面の例えば傾斜面であり、流体口金８が
設けられている。流体口金８にはアダプタである例えば吸引バルブ９の吸引ボタン部９ａ
が配設される。吸引バルブ９は、吸引ボタン部９ａと、チューブ接続部９ｂと、有してい
る。
【００２０】
　なお、流体口金８に吸引バルブ９の代わりにチューブ接続部（不図示）を有する送ガス
アダプタを設ける場合がある。この送ガスアダプタには、送ガス可能な状態と、遮断する
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状態と、を切替える切り替えボタンが設けられていても設けられていなくてもよい。
【００２１】
　図２、図３に示すようにチューブ接続部９ｂは、装置本体５の一面である裏面５Ｂに沿
って左側面３Ｌから外方に延出されるように配置される。細長なチューブ接続部９ｂには
図示されていない吸引装置から延出される流体チューブ９ｃが接続されるようになってい
る。　
　流体口金８に吸引バルブ９の代わりに送ガスアダプタを設けた場合、送ガス装置（不図
示）から延出される流体チューブが接続される。
【００２２】
　なお、図１、図３に示す符号３ｍは、処置具挿通口であり、鉗子等の内視鏡処置具を挿
入するための導入口である。符号１０は、通気口金であり、内視鏡の漏水検査の際に使用
される。通気口金１０は、左側面３Ｌから突出するように設けられている。通気口金１０
には図示されていない通気装置から延出される通気チューブ（不図示）が接続されるよう
になっている。
【００２３】
　図１の符号１１は、蓋体である。蓋体１１は、装置本体５に設けられるバッテリ、記録
媒体を収容する収容空間（不図示）に通じる収容空間開口を閉塞する。蓋体１１は、図１
、図２に示すヒンジ部１２を介して装置本体５に対して回動自在である。
【００２４】
　また、図１に示す符号１３は、スライドボタンである。蓋体１１は、スライドボタン１
３の配置位置を変化させるとによって閉状態、或いは、開放可能な状態に切り換えられる
ようになっている。
【００２５】
　図１、図２に示すように映像表示装置４の装置本体５は、本体取付部５ａを有している
。本体取付部５ａの一面が操作部３の上面３Ｕに対して配置されて一体に取付け固定され
るようになっている。　
　この固定状態において、表示部６の映像表示画面（以下、表示画面と略記する）６ａは
、ユーザーの前面に対峙するように水平に対して予め定めた角度θ、傾いて配置される。
【００２６】
　表示部６は、扁平な直方体形状であって装置本体５に対して回動軸部材１５によって回
動自在に軸支されている。図１に示すように表示部６は、通常、装置本体５に対して略密
着した位置に配置されている。そして、表示部６は、必要に応じて回動軸部材１５を中心
に矢印Ｙ１に示すように回転されるようになっている。つまり、角度θで傾いた表示画面
６ａは、さらに傾けられて、ユーザーの所望するの向きに変更することが可能である。
【００２７】
　本体取付部５ａは、図３に示すように装置本体５の中央部５Ｃより位置ずれして設けら
れている。このため、映像表示装置４を操作部３に取付固定したとき、映像表示装置４は
、図１に示すように長手軸２Ａに対して背面側に位置ずれし、図２に示すように長手軸２
Ａに対して左側に位置ずれする。
【００２８】
　具体的に、映像表示装置４を構成する表示部６の左側面６Ｌが操作部左側面３Ｌから外
方に大きく突出しているのに対し、表示部６の右側面６Ｒは操作部右側面３Ｒから外方に
僅かだけ突出している。また、映像表示装置４を構成する表示部６の正面６Ｆは、操作部
正面３Ｆから外方に僅かに突出し、表示部６の背面６Ｂは操作部背面３Ｂから大きく突出
している。
【００２９】
　そして、表示部６の表示画面６ａを図２の矢印Ｙ４Ａに示すように上方から正面視した
とき、図４に示すように吸引バルブ９のチューブ接続部９ｂが映像表示装置４の投影範囲
内に配置される。
【００３０】
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　なお、上述において、吸引バルブ９のチューブ接続部９ｂが映像表示装置４の投影範囲
内に配置されている、としている。しかし、チューブ接続部９ｂが映像表示装置４の投影
範囲内から左側面６Ｌ側に突出して配置されていてもよい。
【００３１】
　したがって、図４の二点鎖線に示すように流体チューブ９ｃをチューブ接続部９ｂに接
続した状態において、流体チューブ９ｃは、図４に示すように表示部６の左側面６Ｌ側か
ら外方に向かって延出する。
【００３２】
　このように、映像表示装置４を操作部左側面３Ｌ側に位置ずれさせると共に、流体チュ
ーブ９ｃを映像表示装置４の裏面側から位置ずれ方向と同じ操作部左側面３Ｌから外方に
導出させるため、吸引バルブ９のチューブ接続部９ｂを映像表示装置４を構成する装置本
体５の裏面５Ｂに沿わせて投影範囲内に配置させている。
【００３３】
　この結果、ユーザーが操作部３の把持部３Ｇを左手で把持して操作するとき、操作部左
側面３Ｌとは反対側の操作部右側面３Ｒ側が開放されて、視野が遮られる不具合及び吸引
チューブに挿入部を把持する右手が干渉する不具合が解消されて手技をスムーズ且つ確実
に行うことができる。
【００３４】
　上述した実施形態においては、ユーザーが操作部３の把持部３Ｇを左手で把持するとし
ている。しかし、ユーザーが操作部３の把持部３Ｇを右手で把持する場合には、上述した
構成とは逆に、映像表示装置４を操作部右側面３Ｒ側に位置ずれさせたうえで、装置本体
５の裏面５Ｂ側の投影範囲内に吸引バルブ９のチューブ接続部９ｂを裏面５Ｂに沿わせて
配置する。　
　このことによって、ユーザーが操作部３の把持部３Ｇを右手で把持して操作するとき、
操作部右側面３Ｒ側が開放されて上述と同様な作用及び効果を得ることができる。
【００３５】
　なお、映像表示装置４の位置ずれ方向を操作部背面３Ｂ側にして、装置本体５の裏面５
Ｂ側の投影範囲内に吸引バルブ９のチューブ接続部９ｂを沿わせて配置してもよい。
【００３６】
　ここで、表示部６の表示画面６ａについて説明する。　
　内視鏡１の起動スイッチをオン状態にすると、図５に示す表示画面６ａ上には起動時初
期画面５０が表示される。
【００３７】
　起動時初期画面５０は、中央に位置する略円形の観察画像表示部５１と、該表示部５１
の周囲の暗色部であって当該表示部５１の左側に位置する表示領域５２と、当該表示部５
１の右側に位置する表示操作領域５３と、を有している。　
　なお、観察画像表示部５１は、図５のように円形の一部が欠けた形状としているが、欠
けの全く無い円形の表示部であってもよい。
【００３８】
　観察画像表示部５１には内視鏡１がとらえた内視鏡画像が表示される。　
　表示領域５２には、観察時の各種撮影条件等が表示される。
【００３９】
　これに対して、表示操作領域５３は、いわゆるタッチパネル仕様であって、各種機能ボ
タンが表示され、ユーザーが触れることでその機能を選択することができるようになって
いる。　
　機能ボタンとしては、例えば、図中上側のメニュー選択ボタン５５、図中下側の観察／
閲覧切替ボタン５６がある。
【００４０】
　ユーザーが起動時初期画面５０において、観察／閲覧切替ボタン５６を選択すると、起
動時初期画面５０が図６に示す画像閲覧画面６０に切り替わる。
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【００４１】
　画像閲覧画面６０には、上述したメニュー選択ボタン５５及び観察／閲覧切替ボタン５
６に加えて、符号６１に示す画像削除ボタン、符号６２、６３に示す閲覧画像切替ボタン
、符号６４に示す閲覧画像表示枚数切替ボタンなどの各種機能ボタンが表示されるように
なっている。　
　つまり、機能ボタン５５、５６、６１、６２、６３、６４は、表示画面６ａの観察画像
表示部５１より右側に設けた表示操作領域５３に配置されている。
【００４２】
　ユーザーは、把持部３Ｇを左手で把持する。このため、ユーザーは、機能ボタン５５、
５６、６１、６２、６３、６４を右手の手指で押し操作することになる。ユーザーが把持
部３Ｇを把持した状態において、操作部３の重心は、図２で示すように映像表示装置４が
長手軸２Ａに対して左側に位置ずれしていることによって、左側に存在している。　
　この結果、ユーザーが表示画面６ａの観察画像表示部５１より右側に設けられた何れか
の機能ボタン５５、５６、６１、６２、６３、６４を操作したとき、操作部３にはモーメ
ントを相殺する力が働く。　
　したがって、ユーザーは、機能ボタンを安定して操作することができる。
【００４３】
　そして、ユーザーが画像閲覧画面６０において、観察／閲覧切替ボタン５６を選択する
と、再び、起動時初期画面５０に切り替わる。
【００４４】
　なお、上述した実施形態においては、表示操作領域５３をタッチパネル仕様としている
が、表示画面６ａの全面をタッチパネル仕様にしてもよい。また、画像閲覧画面６０にお
いて、上述した表示領域５２を表示操作領域５４としてもよい。この場合、表示操作領域
５４には、使用頻度の少ない機能スイッチ、例えば破線に示す画像ロックボタン６５、等
を設けるとよい。
【００４５】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【００４６】
　本発明によれば、映像表示装置及び流体チューブによって作業性が損なわれること無く
手技をスムーズ且つ確実に行える携帯型内視鏡を実現できる。
【００４７】
　本出願は、２０１６年１月２０日に日本国に出願された特願２０１６－００８６３１号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものとする。
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月18日(2017.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一態様における携帯型内視鏡は、挿入部の基端側に設けられた操作部と、映像
表示画面を有する表示部、及び前記挿入部が前記操作部の一端側から鉛直方向に延出され
た状態において該操作部の他端側面である上面に配置される映像表示装置と、前記操作部
の上面と前記一端側である下面との間の側面に配設される流体口金と、前記流体口金に設
けられるチューブ接続部を有するアダプタと、を備え、前記映像表示装置は、前記チュー
ブ接続部が突出する方向に位置ずれして配置され、前記チューブ接続部は、前記映像表示
装置の映像表示画面側から正面視した状態において、前記操作部の一側面から外方に突出
する前記映像表示装置の表示部投影範囲内に配置されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の他態様における携帯型内視鏡は、被検体に挿入される挿入部が下部に設けられ
、操作者が把持した該操作者の前面に対向する正面とは反対側の面である背面に流体口金
の開口部を有する操作部と、映像を表示可能な映像表示画面を有し、該映像表示画面の反
対面が前記操作部の頂部に配置された状態において前記正面の側から見て前記操作部の右
側面または左側面の何れか一方側から突出するように位置ずれして配設された映像表示装
置と、前記流体口金に設けられるアダプタのチューブ接続部に接続されて前記映像表示装
置の裏面側から前記一方側に延出される流体チューブと、を備えている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の基端側に設けられた操作部と、
　映像表示画面を有する表示部、及び前記挿入部が前記操作部の一端側から鉛直方向に延
出された状態において該操作部の他端側面である上面に配置される映像表示装置と、
　前記操作部の上面と前記一端側である下面との間の側面に配設される流体口金と、
　前記流体口金に設けられるチューブ接続部を有するアダプタと、を備え、
　前記映像表示装置は、前記チューブ接続部が突出する方向に位置ずれして配置され、
　前記チューブ接続部は、前記映像表示装置の映像表示画面側から正面視した状態におい
て、前記操作部の一側面から外方に突出する前記映像表示装置の表示部投影範囲内に配置
される
　　ことを特徴とする携帯型内視鏡。
【請求項２】
　被検体に挿入される挿入部が下部に設けられ、操作者が把持した該操作者の前面に対向
する正面とは反対側の面である背面に流体口金の開口部を有する操作部と、
　映像を表示可能な映像表示画面を有し、該映像表示画面の反対面が前記操作部の頂部に
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配置された状態において前記正面の側から見て前記操作部の右側面または左側面の何れか
一方側から突出するように位置ずれして配設された映像表示装置と、
　前記流体口金に設けられるアダプタのチューブ接続部に接続されて前記映像表示装置の
裏面側から前記一方側に延出される流体チューブと、
　　を備えることを特徴とする携帯型内視鏡。
【請求項３】
　前記アダプタは、吸引バルブ、または、送ガスアダプタであることを特徴とする請求項
１記載の携帯型内視鏡。
【請求項４】
　前記アダプタは、吸引バルブ、または、送ガスアダプタであることを特徴とする請求項
２記載の携帯型内視鏡。
【手続補正書】
【提出日】平成29年9月11日(2017.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の一態様における携帯型内視鏡は、被検体に挿入される挿入部が下部に設けられ
、操作者が把持した該操作者の前面に対向する正面とは反対側の面である背面に流体口金
の開口部を有する操作部と、内視鏡画像が表示される観察画像表示部を有し、該観察画像
表示部の反対面が前記操作部の頂部に配置された状態において前記正面の側から見て前記
操作部の右側面または左側面の何れか一方側から突出するように位置ずれして配設された
映像表示装置と、前記流体口金に設けられるアダプタのチューブ接続部に接続されて前記
映像表示装置の裏面側から前記一方側に延出される流体チューブと、前記観察画像表示部
よりも前記一方側の反対側の方向に配置された機能選択可能なボタンと、を備えている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入される挿入部が下部に設けられ、操作者が把持した該操作者の前面に対向
する正面とは反対側の面である背面に流体口金の開口部を有する操作部と、
　内視鏡画像が表示される観察画像表示部を有し、該観察画像表示部の反対面が前記操作
部の頂部に配置された状態において前記正面の側から見て前記操作部の右側面または左側
面の何れか一方側から突出するように位置ずれして配設された映像表示装置と、
　前記流体口金に設けられるアダプタのチューブ接続部に接続されて前記映像表示装置の
裏面側から前記一方側に延出される流体チューブと、
　前記観察画像表示部よりも前記一方側の反対側の方向に配置された機能選択可能なボタ
ンと、
　を備えることを特徴とする携帯型内視鏡。
【請求項２】
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　前記アダプタは、吸引バルブ、または、送ガスアダプタであることを特徴とする請求項
１記載の携帯型内視鏡。
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的吸气阀9或气体供给适配器。 装置主体5的主体安装部5a设置在从装置
主体5的中央部5C错开的预定位置，并且管连接部9b沿着装置主体5的背
面5B配置。 当从安装在操作单元3的上表面3U上的图像显示装置4的图
像显示屏幕6a侧观察时，布置在图像显示装置4的显示单元4的投影范围
内，该投影范围从操作单元的左侧表面3L向外突出。 有待完成。
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